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1.はじめに 都市自I~と住宅地との境界地域lこ雨海岸を結ぶ Town beltと
して緑地を保留した。また、 Ounedins市においては、市内
及びm外の街区ごとに、それぞれ Townbellとして緑地が
ベルト状に保留され、今日これらが公園・レクリエーショ
ンスペースとして活用されてい忍。

a方、H14J年、 0伽avidTannockはニユ一ジ}ラン Fド.の主
要な産Z業Eを支える広大な放牧地のグリ一ンは、 1広よく
民のスボ}ツやレクリヱ}シヨンlにこ活周されるべきである
と述べvてEいる@更に、長も価値あるレクリヱ}シヨンは、
Gardening (庭づくり〉であり、庭づくりによって、人間
は最も純度の高い喜びを得ることができ、精神をリフレッ
シユさせるものであると述べており、ニュージーランドに
おける、創造的レクリエーション活動として、 110冊eGard-
ening ~最も高く評価している。

このように、ニュージーランドの公園・レクリエーショ
ンは、現在では広く原始的環t意地域、広大な牧草地・海岸
地減は勿論、都市公i説、さらに私的空間1を含めて、積極的
lこレクリエーション活動を展開している。
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2.歴史的背景

ニュージーランドは開国の歴史も浅く、人口も少ない。
〈開国開拓が始まって百数十年、人口は約 330万人〉これ
までその国土はよく保全されてきたと言える。優れた自然
景観地峡は、 NationalParksとして、アメリカに次いで1世
界でも早くに指定され、積極的な景観資源の保全と更にこ
れらを活用した野外レクリエーションやスポーツを発展さ
せてきた。公園やレクリエーション空間としての都市の緑
地は、開拓時代の初期段階で既に、母国イギリスの都市計
画手法を導入して、保留に努めている。すなわち、 Auck卜
and においては、 domain・公園という形で、大面積の緑地
が保留され、南島のChristchurch市では、公園・ガ}デン
・都市広場として、更に Townbellの構銀のもとに、巾の
jよい並木のある大巡りが面並置された。 Wellington市では、

3.ニユ}ジーランドにおけるレクリヱーション地方行政
システムについて

ニュージーランドのレクリエーシヨン空間、資源の確保
は、先に述べた様lこ開拓、都mの雄投と岡崎lこ、者s市計画
によ :>T保留された。これによョて、今日多大なレクリヱ
ーション活動を可能にしている。また、ニュージーランド
のレクリヱーションが効果的に行われている事は、優れた
レクリエーション行政システム及び fニュージーラン下公
闘・レクリエ}ション行政協会(New Zealand Institute 
of I'arks and Recrealion Ad冊inistralionInc.:NZ 1 P 
RA)による支援に起凶していると考えられる。

[3 -1]レクリヱーション行政システム
ニュージーランドのレクリエーション行政は、地方行政

が、その主体を成している。地方行政は、 CITVCounci Iと
いった 独特な行政単位を形成しており、レクリエーショ
ン行政システムは、図のとおりである。
市長の下に、公闘レクリヱーション市議会が設置され、

その下lこ公園レクリヱーシヨン局長が配され、ここで公園
及びレクリエ}ションの総ての業務が総泊されている。従
って、_.つの局の中で、公邸・レクリエーションのハ}ド
・ソフト、9.':(こコミュニティ・学校各梯団体のレクリヱー
ション活動まで所管されている。

ネ目前島1"41
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[3 -2]レクリエーション行政を支援する組織
更に、レクリエーション行政を支援するため、公園・レ

クリヱーションに係わる地方行政官、政府関係者、ナショ
ナルパーク、森林・環境保全の専門家、大学、研究機関の
研究者、民間人から成る NEWZEALANO INSTITUTE Of PAR-
KS ANO RECREATION ADMINISTRATION INC.(N Z 1 P RA) 
が組織され、ニュージーランドのレクリヱ}ション及び公
園、環境にfMIする研究、教育(公園・レクリエーションに
係わる行政官や関係者に対する教育)及び情理利用者の教
育・普及活動等が行われ、一層の成5裂を上げている。

4.ニュージーランドの都市空間における創造的野外レク
リエーションの事例

A I bert Park (訟の地点

l羽整備に関する意見を聞く等、工夫をこらしたプログラム
としている。 5つの公闘のうち、 3公園の Worksheetを
以下に紹介する。

-125一

(1) Albert Park Enviromnental Trai I 
① 公鼠のある場所を、先住民も移民者も同じ目的で

使用した。その理由は?
<Ji 1880年代の公園の、ある天気の良い日曜日の午後、

この公闘を人々はどのように利用し、楽しんでいた
か、その様子を想像して、誌に書くか、訟にj値いて
みよう。。J ニュージーランド原産の植物名を上げよ。

④ 公園に設置されている、ビクトリア女王等の像に
ついてどう思うか、撤去したり、別の場所に移動さ
せた方が良いと思うかどうか。

@ 新しく公園を鉱張するためには、古い昔の2震を倣
去しなくてはならない。多くの人逮はその保存を望
んでいるが、あなたはどう思うか?その理由は?。公園管JID事務所のコテイジを簡単にスケッチして
みましょう。あなたは、この小屋が好きですか?そ
れとも、みにくいとJ思いますか?
f~ Loうようにこの AlbertParkでは、公闘をリフレ

シユさせることに対世る、市民の声を聞く等、公園管
JlIHζ向けての努力も同時に図られている。

(2) ¥Jestern Springs Envirοnmental Trai I 
¥Jest巴rnSprings は、 i誕地・池を主体とした自然風

区一式公園で、水鳥のサンクチユアリーともなっている。

(ゅの地点

Western Spr i ngs 



ここでの¥Jorksheetは、①池の水の問題、(話)
水性植物Lこ関する生態的問題、植物の遜移、③水
烏や植物の鋭察を、スケッチをする事によコて行
う事、④水鳥の繁殖に関する鋭察、⑤ニュージー
ランド原産槌物の環域への適応性、⑥シダ植物の
成長過程をスケッチすること、⑦ニユ}ジーラン
ド原産の植物を縞秘することの必要性とその理由。
これらの設問のように、池をめぐる湿地の生態

系を学習させることを意闘している。
(3) Auckland 00聞ainChi Idren's Nature Trai I 

ドメインは、オークランド市内の最も大きな公
園で、中にはオークランド最大の戦争記念i専物館、
観賞用温室ガーデン、クリケットフィ}ルド、庭
園、サンクチュアリ一等がある総合公園である。

ここに設置されている子供の為のネイチユアト
レイルは、観察ポイントとルートが設定されてい
るだけで、特別に樹路等が設遣されているわけで
はない。バンフレツトに観察ポイントとル}トの
入った全体マップ、それにポイントの解説がなさ
れており、これによって、セルフガイ下で利用す
るものである。
ここでのポイントは、(1)まず rl也jl~について』

で、ドメインの地形的成因を学習する。それは、
Fメインの中心の最も高い場所にあるi毒物館のi立i重か
ら、 Fメイン全体のi也形を概鋭し、ドメインは火山に

¥Jeslern Springs平面図
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以上、オークランド市の公闘の中tこ設置されている環境
教育トレイルについて若干の事例を紹介したが、身近な公
闘にテーマを見つけ、少しの工夫で公極i利用の質を高め、
レクリエーション~通して、知的創造性を議い、ニューシ、
ーランドの文化と)f~史と環境について、常lこ泊!解と親しみ
の機会を用窓している。

[4 -2]牧場の公園化とその利用
ニユ}ジーランドは、都市近郷tこ、更に野外lこ鋭しむた

めの Regi ona 1 Parks Net ¥lorl<を持っている。オークラン
ド近'泌には、およそ11箇所の RegionalParksを設置し、
Christchurch Garden Con- Chrislchurch Gard昨日 Con 
test 工場泌門優勝の庭 t.est. 住宅部門
r1if誌に親しまれている。それぞれ地域の探境の特1'1を生か
した地域自然公園であり、事1])討の主休、は、ハイキング、ト
ラッピング、ピクニック、水泳、ボート、キャンピン夕、、
サーフィング等であるが、中には特別に、ファームウオー
ク (Farm¥lalks)というのがあり、牧草地を公園化してい
る。
その例として、シェイクスピア・リージョナルパーク(

Sh，¥kespeare Reg i ona 1 Park)について紹介する。この公国
は、面枚約 376ha、オークランドより5(jkmの位置にある。
最初の農場公辰!として治定され、泌水浴、ピクニックが楽
しめ、更にファームトレイ 1(.，が公i必内lこ整備され、成I易風
景を楽しみ、農場経営を学ぶことができる。また、海岸iこ
面しているため、ニュージーランドの海岸の自然槌生を学
習する事もできる。ここの公凶の特徴は、 9500頭の羊と、
1600践の牛を飼育しているが、これらの牛は売却され~ま
でストックされているものである。又、ここでは、羊およ
び、牛の品種の保存lこも努め、全て放し飼いされている。こ
のt草場公園の目的は、
①家畜の磁の保存
②牧場経法
③牧場経常への知識、教育、持;袋、お>>-
④海岸の臼然値生の保存
⑤レクリヱーション
以上のような目的は、 1941年 [)avidTannockがニュージ

}ンドの広大な牧草地長多くの人迷の多桜なレクリエーシ
ョンLこ利用されなければならないと提唱した事lこ始まると
思われる。このように産業教育と飽場経沼を行いながら、

Chrislchurch Garden Con 
t.est 住宅自IWl t> 
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レクリエ}ションと調和させている。又、これらのリージ
ヨナルバ}ク (Regionalf'ark)tこは、レンジャーステ}シ
ョンが投法されており、数々の利用沓脂導として、ガイド
ツアー等各磁のサービスが行われている。身近な環域tこi1J
iti的レクリエーション資源をみつけ、更に開拓時代からの
l怒史、先住民族の文化の保存、ニュージーランドの原生な
n然に愛悩をi主ぎ、それらについて殺しみ、学び、守り育
てる事が~;に公園、レクリエーションの重要なテーマとし
ている事は興味深い。

[4 -3Jニュージーランドにおける、最も書IH主的レクリ
エーション活動としてのホームガーデニングの実態〈停l島
クライストチャーチ苛iの事例〉
(t)it;ームガーヂニングのレクリエーシヨンとしての意義
J ・ブノワニメシャン(Jacques seno i st-門e'chin)は、

彼のおr:;~f r人間の庭Jで、 r/j'!の創造は余暇によって、も
たらされる表現の長i奇のものであり、人類がその地上への
H~現以来、世界中lこ木や花lこ飾られた空間を造り続けて来

た議を桝くものであり、ある絡の文明において、偉大なる
)jn~J芸術は、抽象的ではなく、臼然それ臼{本の要素を用い
て、~{~話の概念を表さんとする望みに結びついている。』
と述べている。又、 『これらを生み出す余蝦とは、無為や
怠惰ではなく、それはずばぬけて創造的な状態である。 j

と説いている。又、先lこも述べたように、 19111年に David
Tannocl、の言明も同様、ガ}デニングこそ人間の忌も高い
喜びを得る事ができるレクリエーションであるとしている
悦に、ニュージ}ランドにおけるホ}ムガーデニングは、
純iめて高い水準に到達し、個人のレクリエーションから住
環慌の美観を形成し、更に、都市のアメニティを高めるに
主そっている。アメリカ及びニュージ}ランドのホームガー
デ二ノの限史は、開拓附1'1';(こ始まる。 wr.j!を飽かる家庭の主
財が、菜i品lと薬草等を育てた事に始:J;る。
従って、古い時代lこiさられた、すぐれたホームガ}デン

は、~iIl人の作品によるものが多い。
しかし、現在では、ニュージーラン Fのホームガーデン

は多阪な階層に愛好され、とりわり、定年後のシルバーエ
イジの人法の主要なレクリエーション活動となっている。
ì~jg:i クライストチャーチrtiT(;t、これらのホームガーデニ
二ノゲの活動をー嵐i認め、 j活発なものにしている方策として
側めてユニ}クなガーデンコンテストを挙げることができ

(2)クライストチ十一チ市のガーデンコンテストの実態
ガーデンコンテストは、クライストチャーチ美化協会が

す:Hi~・実施している。協会は、 1897年に創立して以来、ク
うイストチャーチが諮りあるガーデンシティとなる~tこ努
力して来たボランティアの団体である。各種の美化活動を
精力的に行〉ているが、特にこのガーデンコンテストは、
極めて':tlい成果を得ている。ガーデンコンテストは、一般



の家庭の庭以外に、事務所、工場、病院、アパート、商業
建築、ホテル等の庭の1也に、道路が合まれる。春期及び夏
期の2回行われ、綿密なコンテストの規定が定められてい
る。審査員は、約20名程度、協会員であり、全てボランテ
ィアである。田I中の応募したガーデンを見てまわり、審査
し、最終的には、市長を交えた審宣会によって優勝者が決
定される。これには市の公園、レクリエーション局がサポ
ートしているが、あくまでも支援の形であり、全ての主体
はこの市民のボランティア団体の美化協会である。審査の
ポイント及びコンテストの理念は町の美銭形成に寄与する
事にある。従って、道路から見て美しく、魅力的である事
が最大のポイントとされているので、審査はiJ!;tこ道路から
観察する事によって行われる。
次に、コンテストの縦則の ~gllを記す。コンテストは、

次のおよそ20部門で行われる。その内容は、
① ANDRE¥IS CUP : ;春のガ}デンが対象。道路tこ面していな

くても良い。
② H.M.TAILOR CUP (NOVICE):初心者が対象。道路に面し

ていなければならない。今迄、コンテストに入賞した1li
のない人が対象。 j欠の年には好きな~門に応募できる。

③ H. T 11.LMAN CUP :道路に面していて住宅の縫築後3年以
内の廃。次の年からは、好きなクラスに応募できる。

④ DACRE印P:集合住宅の底。
⑤ IIACK CIJP 公共交通機関によコて管理されている道路

に面している廃。
⑥ DOsSON CIJP 周囲に対して援も効果的であった庭。
⑦ IIERBERT CUP : 60フィート以内の道路にl厄した庭。
@ SLSOEN CIJP : 60フィート以上の道路に面した庭。
⑨内cMASTER CUP :規定外。道路lこ面していなくても可。
⑩ IIALSIl TROf'IIV : 30才以下の若い人の家の庭。この人質

者は、このクラスtこ再度の応募はできない。

ω1I0I.JMI¥N TROPIIV :アパート部門。
@ IIATLlNG CUP:研究所、工場、商業建築の庭。
⑬I)Al.l.EV CIIALL刷 GE1別PIIV: 企業、事務所、娯楽施設g~

門。
⑭ JEFFERIES TROPIIV:ホテル、モーテル、宿泊施設部門。
⑮ GOIIER CIIALLENGE CUP :クラスに関係なく最も優れた庭

に与えられる。
(jJi) RUSKE CIJP :最高作品、部門の中で巌も高い得点を得た
1ftの中から、特別に全復査員によって推薦される。

(lJ) RI(‘CARTON IIORK I NGMEN' S CLUB CIJP : 1)カートンワーキ
よノグクラプの周辺にある艇で、乙のクラブから見られる
ぷも魅力的な駐。

⑩ CIIR I STCIIURCIt BEAUT I fV I NG ASSOC I A T I ON TROPItV :過去
の入選者で、入賞時の成績を維持している庭に与えられ
る。

以上の部門ごとに、以下の境目について、それぞれの得点
配分が異なる。得点の耐分は、下記の巡りであり、受に、
かん木類tこは、ニュージ}ラド原産維の植裁が必要とされ
ている。審査は、春期は 9月 -11丹、~lIJH;t 2月の第一日
舵口とされており、審査の結果、与えられるトロフィー及
びカップには、 『貴11"の肢が我がクライストチ十一チrt1の
美化lこ多大の貢献をした事な貧します。 Jと記されている。
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5.考察及、びまとめ

国土総耐績
人口
人口密度
国立公園爾積
総公園面積

ニュージーランド
2611，000 sqksls 
3.3 sli 11 ion 
12/sqkm 

21，500sqk剛
65，700sqklll 

(保全地域を含む〉
公園利用者 3-5嗣i11 io日

日本
372，000 sqkms 
120 mi 11 ion 
323/sqkm 

20，000sqk剛

52，000sqlim 

600聞i11 ion 

(1)我が固とニュージーランドとでは、図上面積や公園l面
積は同じに近い。自然環境も非常に似ている。しかし、人
口は、日本はニュージーランドの約40倍、公l剥利用者は約
20018'と極めて高い。従って、ニュージーランドでは、日
本に比べ、良質のレクリエーション資源と、良好なレクリ
ヱーシヨンサービスを国民が手金出来忍事は、当然と思わ
れるが、このニュージーランドの極めて高い水準のレクリ
エーシヨン活動を行っている背民とその要因としては、レ
クリエーション行政の理組的なシステムにある。レクリエ
ーション行政は、公同・レクリエーシヨン局が、全ての業
務を所管する事によ 1て、幼E与の良い行政を実行する事が
可能となる。また、レクリエーション及び公凶行政に拡わ
る行政但当者、教育関係者、氏悩i人より成るニュージーラ
ンド・パークアンドレクリエーション行政学会 (NewZea-
land Insli lute of park and r巴creationAdminislralion 
Inc.: NZ 1 PRA)を組織し、騒々な研究・教育活動を
行な 7 ている。更に、市民レベルでは、ボランティアとし
ての各種団体の自主的活動も活発で、同時に行政が、力強
く支援している。
(2)次に院Ufi時代の初期段階から、レクリエ}ションのた
めのパークシステムを確立し、土地・緑地の保留に努めた
事、良き指導者によるレクリエ}ションのコンセプトがI明
確化していた事。
(3)ニュージーランドの原生な日然の保全に努める、愛謙

心を育成した$。
(11)ニュージーランドの歴史、先住民の文化Lこ対する関心
と教育に努めている事、員.IJち、創造的レクリエーションと
しての身近な公闘での環境教育プログラムlこ、その思A;!lを
反映させている事。
(5)母国英国の園芸妓術を更にi認め、 J 般市民のレクリエ
ーションとして、ホームガーデニングを定着・普及させ、
併せて、老人の良き余暇活動としても効架を上げ、更に都
市崇鋭の美鋭形成に寄与している事。
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